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令和３年度 厚生労働行政推進調査事業費補助金（慢性の痛み政策研究事業） 

総合研究報告書 

 

慢性疼痛診療システムの均てん化と 

痛みセンター診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

 

研究代表者  矢吹 省司  福島県立医科大学医学部疼痛医学講座 教授 

 

研究要旨 

 慢性疼痛診療システムの均てん化のためには痛みセンターの拡充が重要であり、痛みセンタ

ーを中心に研究データを積み上げ、解析することが必要である。そのため、本研究班では、

１）集学的痛みセンターの構築（新たな痛みセンターの立ち上げ、今まで出来ている痛みセン

ターの成績の解析と充実化、そして新たな前向き研究）、２）慢性疼痛患者のデータベースの構

築（登録システムの開発と継続）、３）最新の研究結果も取り入れた慢性疼痛診療におけるガイ

ドラインの作成と有用性の検討、そして４）国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツー

ルの開発を行う。さらに慢性疼痛診療モデル事業全体の成果と問題点を解析し、今後の方向性

を示していく。３年間の成果は以下の如くである。１．集学的痛みセンターの構築分科会 

１）痛みセンターの条件の再検討を行い、その条件を示して申請を募った。令和元年度は２３

施設であったが、令和３年度では３４施設を認定することができた（令和４年３月３１日時

点）。２）慢性疼痛診療モデル事業の効果判定にも使用可能なツールの開発を始め、プロトタイ

プが出来上がり、このツールを使用し、教育効果の判定が可能かどうか検討を進めた。３）慢

性疼痛患者と発達障害の関連を明らかにするための質問表（スクリーニングツール）を痛みセ

ンターに配布し、データを収集した。これらのデータの解析し、発達障害スクリーニングツー

ルで陽性となる慢性疼痛患者の頻度が明らかとなる。２．慢性疼痛患者のデータベースの構築

分科会 データベースに入力する内容、管理する委託会社を決定し、入力を開始した。登録症

例数はまだ３００例程度である。きめ細かく必要性を説明し、登録症例を増やして充実したデ

ータベースにしていく。３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用性の検討分科会 ガイド

ライン２０２１が完成したため、その普及に努めた。今後はその有用性を明らかにする必要が

ある。４．国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツールの開発分科会 ホームページの

最新化を適宜行っている。教育コンテンツの作成や改訂に取り組んでいる。現状のツールの問

題点が明らかになってきたため、その変更を今後行う。上記のように４つの分科会で研究を進

めることができた。３年間の研究期間で、研究結果を出すことができた。 

 

研究分担者 

牛田享宏 愛知医科大学医学部教授 

山下敏彦 札幌医科大学医学部教授 

小澤浩司 東北医科薬科大学整形外科教授 

伊達 久 仙台ペインクリニック院長 

山口重樹 獨協医科大学医学部主任教授 

大鳥精司 千葉大学大学院医学研究院教授 

上園晶一 東京慈恵会医科大学主任教授 

     （〜R2.3.31） 

倉田二郎 東京慈恵会医科大学教授 

     （R2.4.1〜） 

井関雅子 順天堂大学医学部教授 

加藤 実 日本大学医学部麻酔科学系准教授 

今村佳樹 日本大学歯学部教授 

松平 浩 東京大学医学部附属病院特任教授 

 

小杉志都子 慶應義塾大学医学部専任講師 

山岸暁美 慶應義塾大学医学部非常勤講師 

          （〜R1.12.16） 

北原雅樹 横浜市立大学医学部診療教授 

木村慎二 新潟大学医歯学総合病院病院教授 

川口善治 富山大学医学部整形外科教授 

中村裕之 金沢大学医薬保健研究域教授 

杉浦健之 名古屋市立大学大学院教授 

青野修一 愛知医科大学医学部講師 

丸山一男 三重大学大学院医学系研究科教授 

福井 聖 滋賀医科大学医学部附属病院 

病院教授 

松田陽一 大阪大学大学院医学系研究科講師 

中塚映政 なかつか整形外科リハビリクリニ

ック院長 
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松原貴子 神戸学院大学教授 

西田圭一郎 岡山大学大学院准教授 

鈴木秀典 山口大学大学院助教 

檜垣暢宏 愛媛大学医学部附属病院講師 

川﨑元敬 四国こどもとおとなの医療センタ

ー科長 

細井昌子 九州大学病院心療内科診療准教授 

門司 晃 佐賀大学医学部教授 

藤野善久 産業医科大学産業生態科学研究所

教授 

     （〜R3.3.31） 

池内昌彦 高知大学医学部教授 

小幡英章 福島県立医科大学附属病院教授 

二階堂琢也 福島県立医科大学医学部准教授 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛診療システムの均てん化のために

は痛みセンターの拡充が重要であり、痛みセ

ンターを中心に研究データを積み上げ、解析

することが必要である。そのため、本研究班

では、１）集学的痛みセンターの構築（新たな

痛みセンターの立ち上げ、今まで出来ている

痛みセンターの成績の解析と充実化、そして

新たな前向き研究）、２）慢性疼痛患者のデー

タベースの構築（登録システムの開発と継続）、

３）最新の研究結果も取り入れた慢性疼痛診

療におけるガイドラインの作成と有用性の検

討、そして４）国民への広報や医療者の教育、

診療に役立つツールの開発を行う。さらに慢

性疼痛診療モデル事業全体の成果と問題点を

解析し、今後の方向性を示していく。 

 

Ｂ．研究方法 

４つの分科会を作ってそれぞれの課題に取

り組んだ。 

１．集学的痛みセンターの構築分科会 

新たな痛みセンターの立ち上げと既存の痛

みセンターの現状とその成績の解析を行う。

中国の痛みセンターを見学する。慢性疼痛患

者と発達障害に関する前向き研究を行う。慢

性疼痛診療モデル事業の効果と問題点を明ら

かにしていく。 

２．慢性疼痛患者のデータベースの構築分科

会   

データベースの構築と登録を進める。 

３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用

性の検討分科会 

最新のデータを取り入れたガイドラインの

作成を行う。完成後は有用性の検討を行う。 

４．国民への広報や医療者の教育、診療に役

立つツールの開発分科会 

慢性疼痛総合対策の普及・啓発（総合的な

痛み情報ポータルサイトのホームページ「WW

W.itami-net.or.jp」）と地域の各痛みセンタ

ーの診療（検査、治療）の状況をアップデート

する。患者管理用ツール、医療者・患者の教育

ツールや診断・治療に役立つツールの開発を

行う。 

 

（倫理面への配慮） 

慢性疼痛患者と発達障害に関する前向き研

究は、倫理委員会の承認を得ている。慢性疼痛

診療モデル事業の効果判定にも使用可能なツ

ールの開発に関してはツールができてから倫

理委員会に提出するように指導されている。 

 

Ｃ．研究結果 

１．集学的痛みセンターの構築分科会 

１）痛みセンターの条件の再検討を行い、そ

の条件を示して申請を募った。令和元年度は

２３施設であったが、令和３年度までに３４

施設を認定することができた（令和４年３月

３１日時点）。 

２）慢性疼痛診療モデル事業の教育効果判定

にも使用可能なツールの開発を始め、プロト

タイプが出来上がり、このツールを使用し、教

育効果の判定が可能かどうか検討を進めた。

３）慢性疼痛患者と発達障害の関連を明らか

にするための質問表（スクリーニングツール）

を痛みセンターに配布し、データを収集した。

これらのデータを解析した結果、発達障害ス

クリーニングツールで陽性となる慢性疼痛患

者の頻度が明らかとなり、論文で公表する準

備を進めている。 

２．慢性疼痛患者のデータベースの構築分科

会  

データベースに入力する内容、管理する委

託会社を決定し、入力を開始した。登録症例数

はまだ３００例程度である。きめ細かく必要

性を説明し、登録症例を増やして充実したデ

ータベースにしていく。 

３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用

性の検討分科会 

ガイドライン２０２１が完成したため、そ

の普及に努めた。今後はその有用性を明らか

にする必要がある。 

４．国民への広報や医療者の教育、診療に役

立つツールの開発分科会 

http://www.itami-net.or.jp/
http://www.itami-net.or.jp/
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ホームページの最新化を適宜行っている。

教育コンテンツの作成や改訂に取り組んでい

る。現状のツールの問題点が明らかになって

きたため、その変更を今後行う。 

 

Ｄ．考察 

１．集学的痛みセンターの構築分科会 

１）痛みセンターの条件を満たす施設が、２

３施設から３４施設まで増え、それらを認定

することができた。しかし、地域の偏りがあり、

各県全てに一つ以上の痛みセンターを設置す

るという目標には達しなかった。 

２）慢性疼痛診療モデル事業の教育効果判定

などに使用可能なツールはプロトタイプが完

成した。今後はこれを使用して、ツールの有用

性を評価するとともに、教育や連携を効果的

に行うためにはどうすればよいのかを検討し

ていきたい。 

３）慢性疼痛患者と発達障害の関連を明らか

にするための質問表のデータが集まり、解析

を行った。慢性疼痛患者と発達障害の関係の

一部が明らかになる可能性がある。ただし、今

回の研究で使用した質問表は、発達障害スク

リーニングツールであり、発達障害の診断が

行えているわけではないため、その解釈には

注意が必要である。この点を踏まえて、慎重に

論文を作成していく。 

２．慢性疼痛患者のデータベースの構築分科

会  

登録症例数を伸ばすために、今後きめ細か

く必要性を説明していきたい。登録症例を増

やして充実したデータベースにしていく必要

がある。 

３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用

性の検討分科会 

ガイドライン２０２１が出来上がった。今

後はその有用性を評価する予定である。評価

のために、本研究班で作成した上記１の２）で

述べたプロトタイプのツールを使用していき

たい。 

４．国民への広報や医療者の教育、診療に役

立つツールの開発分科会 

慢性痛の問題が国民に十分理解されている

状況にはない。医療従事者に対してもまだ教

育が必要だと思われる。さらなる広報・教育

に努めていく必要がある。 

 

Ｅ．結論 

３年間の研究期間において、４つの分科会

で研究を進めることができた。それぞれの分

科会で成果を上げることができた。 
 
Ｆ．研究発表  

1.論文発表 

1) Shoji Yabuki, Kozue Takatsuki, Koji 

Otani, Takuya Nikaido, Kazuyuki 

Watanabe, Kinshi Kato, Hiroshi 

Kobayashi, Junichi Handa, Shin-ichi 

Konno: Headache in patients with 

cervical spondylotic myelopathy. J 

Pain Res & Management. Sep 

28;2020:8856088.  

2) 岩崎稔、会田記章、北原エリ子、藤原俊

之、村上安壽子、本谷亮、青木俊太郎、

笠原諭、高橋直人、松平浩、井関雅子、

丹羽真一、矢吹省司：行動科学的アプロ

ーチ統合リハビリテーションツール「E-

ABA」の紹介. ペインクリニック 

41(9)：1181-1192, 2020 

3) 二階堂琢也、矢吹省司：脊椎・脊髄疾患

治療の今 脊椎外科医から理学療法士に

期待すること. PTジャーナル 54(7)

（July）:746-752, 2020  

4) 本幸枝、谷本真実、岩崎稔、笠原諭、高

橋直人、松平浩、丹羽真一、矢吹省司：

慢性疼痛に対する動機づけ面接―看護師

の立場からー. ペインクリニック 

41(9)：1171-1180, 2020 

5) Kinshi Kato, Masahiko Sumitani, Miho 

Sekiguchi, Takuya Nikaido, Shoji 

Yabuki, Shin-Ichi Konno: Development 

of a severity discrimination scale 

based on physical quality of life 

for patients with chronic pain. J 

Orthop Sci 26(6):1124-1129, 2021 

6) Watanabe K, Otani K, Tominaga R, 

Kokubun Y, Sekiguchi M, Fukuma S, 

Kamitani T, Nikaido T, Kato K, 

Kobayashi H, Yabuki S, Kikuchi SI, 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kato+K&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sumitani+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sekiguchi+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sekiguchi+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Nikaido+T&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yabuki+S&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yabuki+S&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Konno+SI&cauthor_id=33183936
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Konno SI: Sagittal imbalance and 

symptoms of depression in adults: 

Locomotive Syndrome and Health 

Outcomes in the Aizu Cohort Study 

(LOHAS). Eur Spine J 30(9):2450-

2456, 2021 

7) Kato K, Otoshi K, Yabuki S, Otani K, 

Nikaido T, Watanabe K, Kobayashi H, 

Handa J, Konno S: Abdominal oblique 

muscle injury at its junction with 

the thoracolumbar fascia in a high 

school baseball player presenting 

with unilateral low back pain. 

Fukushima J Medical Science 67(1): 

49-52, 2021 

8) 矢吹省司：難治性慢性疼痛患者のリハビ

リテーション診療. Jpn J Rehabil Med 

58(2): 186-191, 2021 

9) 矢吹省司：慢性疼痛の治療戦略. Jpn J 

Rehabil Med 58(11): 1250-1255, 2021 

10) 吉田勝浩、矢吹省司：膝関節疾患に対す

る運動療法―最新の知見ー. 整・災外 

64(4): 413-417, 2021 

11) 高橋勝、大井直往、大内一夫、佐藤真

理、猪狩貴弘、矢吹省司：鏡視肩板修復

術後患者に対する Mirror therapyの効

果. 福島医学雑誌 71(1): 11-18, 2021 

12) Kazuki Kobayashi, Kazuyuki Watanabe, 

Kinshi Kato, Michiyuki Hakozaki, 

Jun-ichi Handa, Hiroshi Kobayashi, 

Takuya Nikaido, Koji Otani, Shoji 

Yabuki, Shin-ichi Konno: Acute cauda 

equina syndrome due to lumbar spinal 

stenosis caused by prolonged supine 

position during cardiac 

catheterization: a case report. 

International Journal of Case 

Reports (IJCR) 5: 209, 2021 

13) 矢吹省司：新ガイドラインの意義. ペイ

ンクリニック 42(8): 937-939, 2021 

14) 二瓶健司、高橋直人、笠原諭、荒瀬洋

子、森山由紀、佐藤恵美、桐生亜紀、岩

崎稔、春山祐樹、矢吹省司：星総合病院

慢性疼痛センターにおける就学的痛み治

療―多職種連携における認知行動療法の

意義―. 慢性疼痛 40(1): 22-28, 2021 

15) Kazuyuki Watanabe, Koji Otani, 

Takuya Nikaido, Kinshi Kato, Hiroshi 

Kobayashi, Junichi Handa, Shoji 

Yabuki, Shin-ichi Kikuchi, Shin-ichi 

Konno: Usefulness of the Brief Scale 

for psychiatric problems in 

orthopaedic patients (BS-POP) for 

predicting poor outcome in patients 

undergoing lumbar decompression 

surgery. Pain Research and 

management 2021, 2589865 

16) Kato K, Yabuki S, Otani K, Nikaido 

T, Otoshi KI, Watanabe K, Kikuchi 

SI, Konno SI: Ossification of the 

ligamentum flavum in the thoracic 

spine mimicking sciatica in a young 

baseball pitcher: a case report. 

Fukushima J Med Sci 67(1): 33-37, 

2021. 

17) 本幸枝、高橋直人、谷元真実、恩田 啓、

笠原諭、矢吹省司：慢性疼痛治療におけ

る看護師の動機づけ面接アプローチ：面

談プロセスを意識したチームでの取り組

み. 日本運動器疼痛学会誌 13: 86-93, 

2021 

18) Satoshi Kasahara, Naoto Takahashi, 

Ko Matsudaira, Hiroyuki Oka, Kozue 

Takatsuki, Shoji Yabuki: 

Psychometric properties of the 

Multidimensional Pain Inventory: 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
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Japanese language version (MPI-J). 

Pain Physician 25: E105-112, 2022 

19) 矢吹省司：「慢性疼痛診療ガイドライ

ン」について. ペインクリニック 

43(1): 43-47, 2022 

 

2.学会発表 

1) 髙橋直人、高槻梢、笠原諭、矢吹省司：

シンポジウム:運動器慢性痛に対する集

学的痛み治療 -現状と問題点-. 第 93回

日本整形外科学会学術総会-オンライン

学術総会-, WEB開催, 2020.6.11-8.31 

2) 髙橋直人、矢吹省司：シンポジウム：入

院ペインマネジメントプログラムを用い

た多職種連携集学的痛み治療. 第 35回

日本整形外科学会基礎学術集会,東京

（Web開催）2020年 10月15−16日 

3) 髙橋直人、高槻梢、笠原諭、矢吹省司：

就労の有無による運動器慢性疼痛患者の

相違点. 第 28回日本腰痛学会, WEB開

催, 2020.10.30-11.29 

4) 髙橋直人、高槻梢、笠原諭、矢吹省司：

運動器慢性痛患者に対する集学的痛み治

療後の QOL向上に影響する要因の探索的

研究. 第 13回日本運動器疼痛学会,新潟

（Web開催）,2020.11.28-29. 日本運動

器疼痛学会誌 2020 Vol.12, No.4,S59 

5) 本幸枝、髙橋直人、谷本真実、恩田啓、

笠原諭、矢吹省司：シンポジウム：「慢

性疼痛診療における心とからだケアの融

合」慢性疼痛治療における看護師による

心へのアプローチ. 第 13回日本運動器

疼痛学会 ,新潟（Web開催）2020.11.28-

29. 日本運動器疼痛学会誌 2020 

Vol.12, No.4,S17 

6) 二瓶健司、髙橋直人、春山祐樹、斉藤

力、岩﨑稔、谷津田尊寛、金澤美香、矢

吹省司：身体活動量と栄養摂取量が低下

した慢性疼痛患者に対するペインマネジ

メントプログラム. 第 13回日本運動器

疼痛学会,新潟（Web開催）, 

2020.11.28-29. 日本運動器疼痛学会誌 

2020 Vol.12, No.4,S93 

7) 春山祐樹、髙橋直人、二瓶健司、斉藤

力、岩﨑稔、谷津田尊寛、金澤美香、矢

吹省司：筋量が低下した慢性疼痛患者に

おける栄養管理下での運動プログラムに

ついて. 第 13回日本運動器疼痛学会,新

潟（Web開催）,2020.11.28-29. 日本運

動器疼痛学会誌 2020 Vol.12,No.4,S93  

8) 福地朋子、高橋直人、恩田啓、笠原諭、

矢吹省司：シンポジウム「集学的治療と

運動療法」慢性痛に対する集学的診療 

薬剤師の役割. 第 50回日本慢性疼痛学

会,Web開催,2020.3．19-20 

9) 金澤美香：シンポジウム「集学的治療と

運動療法」慢性痛に対する集学的診療 

栄養士の役割. 第 50回日本慢性疼痛学

会,Web開催,2020.3．19-20 

10) 本幸枝、高橋直人、谷本真実、恩田啓、

笠原諭、矢吹省司：シンポジウム「集学

的治療と運動療法」慢性痛に対する集学

的診療 看護師の役割. 第 50回日本慢性

疼痛学会,Web開催,2020.3．19-20 

11) 髙橋直人、高槻梢、笠原諭、矢吹省司：

器質的異常の有無による運動器慢性痛に

対する集学的入院プログラムの治療効果

の相違. 第 42回日本疼痛学会, WEB開

催, 2020.12.4-5 

12) 笠原諭, 松平浩, 佐藤直子, 高橋香央

里, 福田謙一, 丹羽真一：【最先端ミニ

レクチャー】慢性疼痛と ADHD．．第 42回

日本疼痛学会（招待講演）2020年 12月

4日 

13) Naoto Takahashi, Kozue Takatsuki，

Satoshi Kasahara, Shoji Yabuki: 
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Multidisciplinary inpatient pain 

management program for patients with 

chronic musculoskeletal pain in 

Japan: a cohort study. IASP 2021 

Virtual World Congress on pain，09-

18 June 2021 

14) 髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司：

慢性疼痛センターにおける集学的痛み治

療の効果：入院を含む群と外来群との比

較.第 29回日本腰痛学会，WEB開催，

2021.10.22-23 

15) 二階堂琢也，矢吹省司，大谷晃司，渡邉

和之，加藤鉄志，小林洋，小林良浩，紺

野愼一：難治性慢性腰痛に対するリエゾ

ンアプローチ―多面的評価からみた慢性

一次性筋骨格痛と慢性術後痛の比較―. 

第 29回日本腰痛学会，WEB開催, 

2021.10.22-23 

16) 二瓶健司，髙橋直人，高槻梢，本幸枝，

谷本真実，福地朋子，荒瀬洋子，佐藤恵

美，森山由紀，金澤美香，谷津田尊寛，

松本大典，春山祐樹，岩崎稔，船尾亜里

香，冨永桂子，恩田啓，笠原諭，松平

浩，矢吹省司：シンポジウム「集学的治

療現状と課題／システム作りと運営・経

営」星総合病院慢性疼痛センターでの集

学的痛み診療の現状と課題. 第 14回日本

運動器疼痛学会，WEB開催，2021.11.20-

12.5 

17) 二瓶健司,髙橋直人，矢吹省司：疼痛に

よる機能性側弯に対し３Ⅾバックスキャ

ナーでフォローした症例. 第 14回日本

運動器疼痛学会，WEB開催，2021.11.20-

12.5 

18) 谷本真実，本幸枝，笠原諭，荒瀬洋子，

矢吹省司：慢性疼痛センターでの集学的

教育入院型プログラムにおける

Multidimensional Pain Inventoryによ

る分類別の治療効果について. 第 14回

日本運動器疼痛学会，WEB開催，

2021.11.20-12.5 

19) 髙橋直人，高槻梢，笠原諭，矢吹省司：

身体活動が異なる慢性疼痛患者の治療効

果の相違. 第 14回日本運動器疼痛学

会，WEB開催，2021.11.20-12.5 

20) 福地朋子，髙橋直人，恩田啓，笠原諭，

矢吹省司：内服タイミングの変更により

日中の活動量が増加し再就労に繋がった

一例. 第 14回日本運動器疼痛学会，WEB

開催，2021.11.20-12.5 

21) 佐藤恵美，荒瀬洋子，笠原諭，髙橋直

人，矢吹省司：家族からの批判により自

己主張を回避し慢性疼痛を訴える高校生

への心理療法の経験：1例報告. 第 14回

日本運動器疼痛学会，WEB開催，

2021.11.20-12.5 

22) 谷津田尊寛，髙橋直人，二瓶健司，春山

祐樹，松本大典，本幸枝，矢吹省司：慢

性疼痛センターで就労支援を行った慢性

広範囲一次性疼痛の 1例. 第 14回日本

運動器疼痛学会，WEB開催，2021.11.20-

12.5 

23) 髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省司：

ICD-11分類別でみた運動器慢性痛に対す

る集学的入院プログラムの治療効果. 第

43回日本疼痛学会, WEB開催, 

2021.12.10-11 

24) 本幸枝，谷本真実，恩田啓，笠原諭，矢

吹省司：シンポジウム「慢性疼痛治療に

おける看護師の役割」チーム医療におけ

る看護師の役割. 第 51回日本慢性疼痛

学会，Web開催,2022.2.25-26 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

該当なし 
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2.実用新案登録 

該当なし 

3.その他 

該当なし 
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矢吹省司 腰痛症 泉孝英 ガイドライン外来
診療2019 

日経メディ
カル開発 

東京 2019 267-272 

矢吹省司 腰痛・背部痛 伴信太郎、山
本和利 

内科学書 改訂第9
版 

中山書店 東京 2019 442-445 

矢吹省司 四肢痛 伴信太郎、山
本和利 

内科学書 改訂第9
版 

中山書店 東京 2019 445-447 

矢吹省司 腰痛症 泉孝英 ガイドライン外来
診療2020 

日経メディ
カル開発 

東京 2020 274-280 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

 牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 痛み
にチームでアプロ
ーチ！ 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020  

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020  

山下敏彦 頸椎捻挫（外部性頸
部症候群） 

福井次矢、高
木誠、小室一
成 

今日の治療指針．私
はこう治療している 

医学書院 東京 2019 1137-1138 

山下敏彦 坐骨神経痛. 猿田享男、北
村惣一郎 

1361専門家による 
私の治療 2019-20
年度版 

日本医事新
報社 

東京 2019 959-960 

山下敏彦 痛みの基礎科学と
臨床 

井樋栄二,吉
川秀樹,津村
弘,田中栄, 
高木理彰 

標準整形外科学 医学書院 東京 2020 82-87 

山下敏彦 腰背部痛 永井良三 今日の診断指針 医学書院 東京 2020 290-293 

山下敏彦 神経障害性疼痛 田口敏彦, 飯
田宏樹, 牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 119-125 

山下敏彦 脊髄損傷 小室一成 今日の治療指針 医学書院 東京 2021 53-54 

山下敏彦 神経障害性疼痛 一般財団法人
日本いたみ財
団 

いたみの教科書 
「疼痛医学」ダイジ
ェスト版 

医学書院 東京 2021 42-47 

表 圭一 末梢作動性オピオ
イドは,神経障害性
疼痛に対して,中枢
性の副作用を呈す
ることなく自発性,
持続性疼痛を抑制
する 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 194-195 

表 圭一 骨折後の適切な運
動やリハビリは，CR
PSの発症や症状悪
化を抑制する 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 196-197 
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表 圭一 脊髄刺激療法の内
因性下行性抑制系
の賦活により，慢性
疼痛における自律
神経系の乱れを回
復させる 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 198-199 

表 圭一 神経障害性疼痛患
者に対して，その罹
患期間にかかわら
ず，プレガバリンは
有効である 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 200-201 

表 圭一 椎間板性腰痛症は，
椎間板症における
炎症機序ではなく，
神経障害性要因が
大きく寄与してい
る 

新山幸俊 日めくり麻酔科エ
ビデンスアップデ
ート３ 

克誠堂出版 東京 2020 202-203 

Ozawa H,Tan
aka Y, Aiza
wa T, Kanno
 H, Kokubun
 S 

Posterior Osteoto
my and Reconstruc
tion for Osteopro
tic Vertebral Col
lapse 

Chen, Po-qu
ang; Lin, R
uey-mo; Tsa
i, Keh-sung 

Osteoporosis Of T
he Spine: Asian P
erspectives. 

World Scie
ntific 

Singapore 2021 582-590 

伊達久 限られた職種で行
う集学的アプロー
チ：①ペインクリニ
ックの例 

牛田享宏 慢性疼痛ケースカ
ンファランス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 136―143 

伊達久 交通事故後の頚部
痛・腰痛のケース 

牛田享宏 慢性疼痛ケースカ
ンファランス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 216―233 

木村嘉之, 
山口重樹. 

2．特定の痛みの問
題, 3) 薬物など依
存と乱用 

田口敏彦, 
飯田宏樹, 
牛田享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 196-200 

山口重樹, 
大谷太郎, 
寺島哲二  

蘇生危機管理マニ
ュアル 

David. C. B
orshoff 

The resuscitation
 Crisis Manual 

メディカル
レビュー社 

東京 2020 1-101 

山口重樹 痛みとアディクシ
ョン―オピオイド
依存という医原性
症候群 

松本俊彦 アディクション・ス
タディーズ 薬物依
存症を捉えなおす
１３章 

日本評論社 東京 2020 134-168 

山口重樹 麻酔に用いられる
麻薬性鎮痛薬と鎮
静薬 

山蔭道明, 
廣田和美 

最新主要文献とガ
イドラインでみる
麻酔科学レビュー2
021 

総合医学社 東京 2020 61-71 

山口重樹 医師が語る オピオ
イドコーピングと
嗜癖 

下山理人 がん疼痛治療のお
くすり選手名鑑: 
はたらきごとのチ
ーム分けで特徴・使
い分け・ケアポイン
トがパッとつかめ
る! 

MC メディカ

出版 
東京 2021 168-172 

寺島哲二，山
口重樹 

帯状疱疹後神経痛 枝長充隆 麻酔科専門医合格
トレーニング 

中外医学社 東京 2021  
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寺島哲二，山
口重樹 

オピオイド治療中
の開腹術はどうす
るの？ 

枝長充隆 麻酔科専門医合格
トレーニング 

中外医学社 東京 2021  

山口重樹 禁煙はオピオイド
鎮痛薬の使用に関
する問題に影響を
及ぼすか？ 

一般社団法
人日本ペイ
ンクリニッ
ク学会疼痛
治療に関す
る禁煙を考
えるワーキ
ンググルー
プ 

疼痛を有する患者
の禁煙に関するス
テートメント 

真興交易遺

書出版部 
東京 2022 14 

倉田二郎  倉田二郎 痛みのバイオマー
カーとしての機能
的脳画像診断法 

真興交易医

書出版部 
東京 2020 372 

井関雅子 慢性疼痛の病因・
心理社会的因子・
イエローフラッグ
による難治性メカ
ニズム 

松原貴子 Modern Physician 新興医学出

版社 

 

東京 2019 657-666 

井関雅子  
村上安壽子 

線維筋痛症 

 

牛田享宏 慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

メデイカル
ビュー社 

東京 2020 354-369 

井関雅子,村
上安壽子 

線維筋痛症 牛田享宏,福
井聖,川崎元
敬 

痛みにチームでア

プローチ!慢性疼痛

ケースカンファレ

ンス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 354-369 

井関雅子 慢性一次性疼痛症
候群 

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享 

疼痛医学 ｢疼痛医学｣
教科書制作
研究会 

山口 2020 102-108 

今村佳樹 侵害受容性疼痛:2
非運動器疾患 

牛田享宏, 福
井聖, 川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ

ンファレンス 

メジカルビ
ュー 

東京 2020 15-17 

今村佳樹、岡
田明子 

口腔痛・顎関節症 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 三美印刷 小野田 2020 155-163 

今村佳樹,岡
田明子 

口腔痛、顎関節症 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 三美印刷 山陽小野
田市 

2020 155-163 

小杉志都子 Ⅰ慢性痛の基礎知
識：Chapter 4 慢性
痛の治療４．侵襲的
治療①：神経ブロッ
ク、インターベンシ
ョン治療 

牛田享宏 
福井聖 
川﨑元敬 

痛みにチームでア
プローチ！慢性疼
痛ケースカンファ
レンス 

 

 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 65-67 

北原雅樹 慢性痛診療におけ
る作業療法の未来 

 作業療法ジャーナ
ル 

三輪書店 東京 2020 154-158 

北原雅樹 オピオイドの過量
服⽤ 

 臨床精神薬理 星和書店 東京 2019 277-283 
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https://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=%E7%89%9B%E7%94%B0%20%E4%BA%AB%E5%AE%8F&search-alias=books-jp&sort=relevancerank
https://www.amazon.co.jp/s/ref=ntt_athr_dp_sr_1?_encoding=UTF8&field-author=%E7%89%9B%E7%94%B0%20%E4%BA%AB%E5%AE%8F&search-alias=books-jp&sort=relevancerank
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平林万紀彦 【電気けいれん療
法(ECT)の発展:現
状と今後の方向性】
難治性疼痛に対す
る電気けいれん療
法 身体症状症への
効能(解説/特集) 

 最新精神医学(1342
-4300) 

世論時報社 東京 2019 203-209 

北原雅樹,繁
田雅弘,坂本
昌也,他7名 

 

長生きできる方法 

食事編、運動編、
睡眠編、生活習慣
編、治療法編 

柿内尚史 最強の医師団が教
える 

長生きできる方法 

アスコム 東京 2020 P42  

P62  

P86 

P120  

P192  

P194 

P198 

木村慎二 各論21その他の重
要事項 1慢性疼痛
(異常知覚を含む) 

一般社団法人
日本リハビリ
テーション医
学教育推進機
構、公益社団
法人日本リハ
ビリテーショ
ン医学会 

リハビリテーショ
ン医学・医療コアテ
キスト 第2版 

株式会社医
学書院 

東京 2022 332-334 

Shinji Kimu
ra 

Post-surgical reh
abilitation and m
ortality after pr
oximal hip fractu
re surgery 

Hideaki E. 
Takahashi, 
David B. Bu
rr, Noriaki
Yamamoto 

Osteoporotic Frac
ture and Systemic
 Skeletal Disorde
rs -Mechanism, As
sessment, and Tre
atment- 

Springer Singapore 2021 545-549 

川口善治 非特異性腰痛症 福井次矢・高
木誠・小室一
成 

今日の治療指針 
私はこう治療して
いる 

医学書院 東京都 2021 1175-7 

川口善治 第Ⅳ編 2 治療（1）
薬物療法4神経障害
性疼痛治療薬 

田口敏彦・飯
田宏樹・牛田
享宏 

疼痛医学 ビーコム 東京都 2021 262－6 

杉浦健之、草
間宣好、太田
晴子 

運動器疾患に関連
する神経ブロック・
下肢 

後藤英之 迷わず打てる関節
注射・神経ブロック 

羊土社 東京 2019 167~217 

杉浦健之 安全な注射のため
の対応 

後藤英之 迷わず打てる関節
注射・神経ブロック 

羊土社 東京 2019 17~24 

杉浦健之  慢性疼痛をもたら
す疾患:原因と病態
 神経障害性疼痛:
総論 

牛田享宏,福
井 聖.川崎元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス  

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 18-21 

杉浦健之,牛
田享宏 

第 I 編 総論:痛み
の多元性 3 慢性疼
痛の分類と ICD-11 

野口光一,矢
吹省司,上園
晶一,山口重
樹,池内昌彦 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 11-17 
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杉浦健之 慢性痛の多面的評
価、他 

明智龍男 ,  
杉 浦 健 之
（著, 編集） 

「こころとからだ
にチームでのぞむ 
慢性疼痛ケースブ
ック」 

医学書院 東京 2021 304 

杉浦健之 「慢性疼痛の診断
とICD-11分類」 

一般財団法人
日本いたみ財
団 

いたみの教科書  
「疼痛医学」ダイジ
ェスト版 

医学書院 東京 2021 120 

丸山一男 

 

酸塩基平衡の考え
かた 故（ふる）き
を・温（たず）ねて・
Stewart 

丸山 一男 酸塩基平衡の考え
かた 

南江堂 東京 2019 1-261 

丸山一男 第1章 麻酔関連薬 
6. 輸液製剤 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 46-51 

丸山淳子 第2章 術中管理に
使う薬 6. 酸・塩基
平衡異常 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 93-99 

丸山一男,横
地歩,坂本 正 

第4章 術後合併症
の予防と治療 1. 
術後痛・発熱 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 122-131 

丸山一男 第7章 周術期の患
者管理 2. 漢方薬 

丸山一男 周術期の薬の使い
方 パーフェクトガ
イド 

じほう 東京 2021 122-131 

高村光幸 複合性局所疼痛症
候群の漢方治療 

世良田 和幸 疾患・症状別漢方治
療 慢性疼痛 

東洋学術出
版社 

市川 2019 81-85 

 

Sei Fukui ME-Guided Method,
 Feature of Each 
Technique 

Kiyosige Oh
seto,Jirouy
ki Uchino, 
Hiroki Iid
a. 

Nerve Blockade an
d Interventional 
Therapy.  

Springer 

 

Tokyo 2019 43-46 

 

Sei Fukui Disc Intervention
al Therapy, Intra
discal Therapy (X
-Ray-Guided, CT-A
ngiography) 

Kiyosige Oh
seto,Jirouy
ki Uchino, 
Hiroki Iid
a. 

Nerve Blockade an
d Interventional 
Therapy. 

Springer Tokyo 2019 363-368 

Sei Fukui Neurodestruction 
and Stimulation A
pproach, Overview 

Kiyosige Oh
seto,Jirouy
ki Uchino, 
Hiroki Iid
a. 

Nerve Blockade an
d Interventional 
Therapy 

Springer Tokyo 2019 23-25 

福井 聖 変わる日本の慢性
疼痛治療 滋賀医
科大学学際的痛み
センターの取り組
み 

世良田和幸 疾患・症状別漢方治
療 慢性疼痛 

東洋学術出
版社 

千葉 2019 21-27 

福井 聖 変わる日本の慢性
疼痛治療 滋賀医
科大学学際的痛み
センターの取り組
み 

世良田和幸 疾患・症状別漢方治
療 慢性疼痛 

東洋学術出
版社 

千葉 2019 21-27 
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福井聖,佐田
蓉子,西脇侑
子 

神経破壊技術を用
いた神経ブロック
（パルス高周波法
を含む） 

野口光一,矢
吹省司,上園
晶一,山口重
樹,池内昌彦 

(編集協力 )
 福井聖 

 

疼痛医学 

 

株式会社 
医学書院 

東京 2020 341-346 

久郷真人,榎
本聖香,安達
友紀,福井聖 

慢性頚肩腕痛に対
して集学的アプロ
ーチを行ったケー
ス 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

 

株式会社メ
ジカルビュ
ー社 

東京 2020 234-245 

福谷直人,伊
藤かよこ 

 福井聖（監修） 「腰が痛い」と思
ったらとにかく読
む本 

大日本印刷
株式会社 

東京 2020 1-230 

岩下成人,福
井聖 

Voxel-based 

morphometry(VBM) 

倉田二郎 痛みのバイオマー
カーとしての機能
的脳画像診断法 

真 興 交 易
（㈱）医書
出版部 

東京 2020 97-107 

岩下成人,福
井聖 

慢性疼痛における
神経機能評価-MRS
による知見- 

倉田二郎 痛みのバイオマー
カーとしての機能
的脳画像診断法 

真 興 交 易
（㈱）医書
出版部 

東京 2020 276-283 

 

福井聖、,新
田一仁 

 

慢性疼痛における
神経機能評価―VBM
による知見― 

倉田 二郎 痛みのバイオマ
ーカーとしての
機能的脳画像診
断法 

真 興 交 易
（㈱）医書
出版部 

東京 2020 284-292 

 

福井聖、河島
愛莉奈、西脇
侑子 

「総論：痛みの多元
性」ⓑ神経破壊技術
を用いた神経ブロ
ック 

一般財団法人
日本いたみ財
団 

いたみの教科書「疼
痛医学」ダイジェス
ト版 

医学書院 東京 2021 97-99 

松田陽一 腰椎椎間板内高周
波治療 

森本昌宏, 橋
爪圭司 

“痛み”のX線透視
下インターベンシ
ョナル治療 

克誠堂出版 東京 2020 238-246 

山本将揮、鈴
木俊明、中塚
映政 

整形外科クリニッ
クにおいて限られ
た職種で行う集学
的アプローチ 

牛田享宏、福
井聖、川崎元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 144-153 

松原貴子 ペインリハビリテ
ーション入門 

沖田実，松原
貴子 

ペインリハビリテ
ーション入門 

三輪書店 東京 2019 全157頁 

松原貴子 慢性痛の評価 牛田享宏，福
井聖，川﨑元
敬 

運動器慢性痛ケー
スカンファレンス 

メジカルビ
ュー 

東京 2020 26-29 

松原貴子，城
由起子，尾張
慶子 

定量的評価 田口敏彦，飯
田宏樹，牛田
享宏 

疼痛医学 「 疼 痛 医
学」教科書
制作研究会 

山口 2020 208-215 

松原貴子 痛み 木村貞治,高
橋哲也,内昌
之編 

障害別運動療法学
の基礎と臨床実践 

金原出版 東京 2020 118-155 

松原貴子,城
由起子,尾張
慶子 

定量的評価 田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 208-215 
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松原貴子 慢性疼痛の評価．
評価項目 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

メジカルビ
ュー 

東京 2020 26-29 

松原貴子 理学療法 森本昌宏 他 腰痛・腰下肢痛診療
のキーポイント 

克誠堂 東京 2022 352-357 

松原貴子 運動療法 森本昌宏 他 腰痛・腰下肢痛診療
のキーポイント 

克誠堂 東京 2022 358-363 

松原貴子 慢性痛のリハビリ
テーション 

明智龍男 他 慢性疼痛ケースブ
ック 

医学書院 東京 2021 61-66 

松原貴子 チーム医療 上月正博 他 Crosslink basicリ
ハビリテーション
テキスト リハビ
リテーション医学 

メジカルビ
ュー 

東京 2021 70-74 

松原貴子，城
由起子，尾張
慶子 

痛みの多面的評価 一般財団法
人日本いた
み財団 

痛みの教科書－「疼
痛医学」ダイジェス
ト版 

医学書院 東京 2021  

小橋靖子、西
田圭一郎. 

関節手術時の看護. 房間見恵、竹
内 勤 監修、
中原英子、金
子祐子 

関節リウマチ看護
ガイドブック 

羊土社 東京都 

 

2019 244-247 

藤田慎一朗、
西田圭一郎. 

関節リウマチとリ
ハビリテーション. 

房間見恵、竹
内 勤 監修、
中原英子、金
子祐子 

関節リウマチ看護
ガイドブック 

羊土社 東京都 

 

2019 111-119 

西田圭一郎,
鉄永智紀,尾
崎敏文 

関節外科技術の疼
痛への応用. 第IV
編 痛みの評価と治
療. 2. 治療, 6.手
術療法または外科
的治療 

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 347-352 

西田圭一郎 関節リウマチの疼
痛発生機序と治療
戦略. 第3章 症状・
原因疾患に応じた
治療戦略 

池内昌彦 長引く膝の痛みに
対する治療戦略 

日本醫事新
報社 

東京 2020 88-94 

西田圭一郎 変形性関節症（骨関
節炎）. 第13章 膠
原病. リウマチ性
疾患、原発性免疫不
全症 

矢崎義雄 新臨床内科学 第10
版 

医学書院 東京 2020 1795-1797 

西田圭一郎、
鉄永智紀、尾
崎敏文. 

関節外科技術. ５ 
外科的治療. 

一般財団法
人 日本いた
み財団 

いたみの教科書  
「疼痛医学」ダイジ
ェスト版 

医学書院 東京 2021 99 

川﨑元敬 がんの痛み：乳癌の
脊椎転移のケース 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

痛みにチームでア
プローチ! 慢性疼
痛ケースカンファ
レンス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 439-448 
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細井昌子 

 

同胞葛藤による介
護ストレスや過活
動が持続因子とな
っていた線維筋痛
症患者の1例 

明智龍男 ,杉
浦健之 

慢性疼痛ケースブ
ック 

医学書院 

 

東京 2021 172-176 

細井昌子 

 

同胞葛藤による介
護ストレスや過活
動が持続因子とな
っていた線維筋痛
症患者の1例 

明智龍男 ,杉
浦健之 

慢性疼痛ケースブ
ック 

医学書院 

 

東京 2021 172-176 

細井昌子、村
上匡史 

Ⅳ章 関連領域と
腰痛・腰下肢痛   
4.身体症状症とし
ての腰痛・腰下肢痛 

森本昌宏, 橋
爪圭司 ,  山
口忍  

腰痛・腰下肢痛 診
療のキーポイント 

克誠堂出版 東京 2022 172-176 

田中佑、細井
昌子 

Ⅴ章 腰痛・腰下肢
痛の治療法   7．心
理療法 

森本昌宏, 橋
爪圭司 ,  山
口忍  

腰痛・腰下肢痛 診
療のキーポイント 

克誠堂出版 東京 2022 364-368 

園畑素樹, 
鶴田敏幸 ほ
か 

第1章 手・指の骨折
 05 ボクサー骨折 

面川庄平 手・手指外傷の診
断・保存的治療・手
術 

メディカ出
版 

大阪 2019 49-57 

園畑素樹、馬
渡正明 

第1章 長引く膝の
痛みが発症するメ
カニズムと治療の
現状 4.膝痛に対
する薬物療法の歴
史と現状 

池内昌彦 長引く膝の痛みに
対する治療戦略 

日本医事新
報社 

東京 2020 23-28 

園畑素樹、馬
渡正明 

巻末資料2 膝痛に
使える薬剤一覧（リ
ウマチを除き、主に
変形性膝関節症に
用いられる薬剤の
一覧とそれぞれの
特徴） 

池内昌彦 長引く膝の痛みに
対する治療戦略 

日本医事新
報社 

東京 2020 211-215 

園畑素樹、平
川奈緒美、松
島 淳、馬渡
正明 

PartⅢ ケースカン
ファレンス：集学的
アプローチの実際 
Chapter 4. 骨盤
帯・下肢の慢性疼痛
 THA 術後遷延痛の
ケース 

牛田享宏、福
井聖、川﨑元
敬 

痛みにチームでア
プローチ！慢性疼
痛ケースカンファ
レンス 

メジカルビ
ュー社 

東京 2020 101-111 

園畑素樹,平
川奈緒美,松
島淳,馬渡正
明 

THA術後慢性痛のケ
ース 

牛田享宏,福
井聖,川﨑元
敬 

慢性疼痛ケースカ
ンファレンス 

MEDICAL VI
EW 

東京 2020 301-311 

園畑素樹,馬
渡正明 

運動器の痛みとバ
イオメカニクス 

田口敏彦,飯
田宏樹,牛田
享宏 

疼痛医学 医学書院 東京 2020 73-78 

二階堂琢也 脊椎の解剖 紺野愼一 整形外科 日常診
療のエッセンス 
脊椎 

メジカルビ
ュー社 

東京 2019 2-14 
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二階堂琢也 腰痛 大川淳 整形外科診療のた
めのガイドライン
活用術 

中山書店 東京 2019 15-21 

二階堂琢也 破裂骨折に対するM
ISt 

西良浩一 匠が伝える低侵襲
脊椎外科の奥義 

MEDICAL VI
EW 

東京 2019 254-260 

二階堂琢也 慢性腰痛、頚部痛
と変形性脊椎症 

田口敏彦 疼痛医学 「疼痛医
学」教科書
制作研究会 

山口 2020 109-116 
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矢吹省司、高橋直人 慢性疼痛の概念と捉え方 整形・災害外科 62 1327-1330 2019 

Kobayashi H, Sekiguc
hi M, Yonemoto K, Ka
kuma T, Tominaga R, 
Kato K, Watanabe K, 
Nikaido T, Otani 
K, Yabuki S, Kikuchi
 SI, Konno SI 

Reference values of the Japane
se Orthopaedic Association Bac
k Pain Evaluation Questionnair
e in patients with lumbar spin
al stenosis and characteristic
s of deterioration of QOL: Lum
bar Spinal Stenosis Diagnosis 
Support Tool: DISTO project 

J Orthop Sci 24 584-589 2019 

Naoto Takahashi, Koz
ue Takatsuki, Satosh
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大友篤、伊達久 地域における慢性疼痛に対する集
学的治療 

MB Medical Reha

bilitation 

242  61－67 2019 

伊達久 高齢者の「痛み」をひもとく 月間ケアマネジ
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ensity lipoprotein cholesterol 
and familial hypercholesterolem
ia.  

Journal of human
 genetics 

66(11) 1079-1087.
 doi: 10.1
038/s10038
-021-00929
-7. 

2021 

太田晴子、杉浦健之、
酒井美枝、近藤真前 

次性慢性痛における心理社会的要
因の検討〜社会資源の活用に向け
て 

慢性疼痛 38(1) 84-89 2019 

杉浦健之、酒井美枝、
近藤真前、小川成、水
谷潤、祖父江和哉、明
智龍男 

慢性疼痛患者の生きる力を支える
人材育成と診療体制構築 

日本運動器疼痛学
会誌 

11(3) 257-263 2019 

杉浦健之,太田晴子,酒
井美枝,近藤真前 

下肢のしびれと痛みに対して脊髄
刺激穿刺トライアルを行なったニ
ューロパチーの一症例  

慢性疼痛 39(1) 12-16 2020 

杉浦健之,太田晴子,加
藤利奈,徐民恵,草間宣
好 

さまざまな気象関連痛とその対処
神経ブロック対象疾患  

ペインクリニック  

 

41(6)  751-758  2020 

杉浦健之,太田晴子,藤
澤瞳,酒井美枝,近藤真
前  

身体症状症の病態と治療―気質因
がはっきりしない身体症状をとど
う扱うか?身体症状症の連携・集学
的治療 慢性痛診療の場合  

精神医学  62(12)  1641-1649  2020 

Hayashi K, Aono S, S
hiro Y, Ushida T. 

Effects of Virtual Reality-Base
d Exercise Imagery on Pain in H
ealthy Individuals 

Biomed Res Int. 1 7 ; 2 0 1
9:50219
14. 

 2019 

櫻井博紀, 佐藤純, 青
野修一, 新井健一, 井
上真輔, 西原真理, 畠
山登, 尾張慶子, 西須
大徳, 牧野泉, 牛田 
享宏 

気象関連性疼痛を訴える慢性疼痛
患者の特徴と運動療法(総説) 

PAIN RESEARCH 34巻4号 Page336-34
1 

2019 

Suzuki H, Aono S, In
oue S, Imajo Y, Nish
ida N, Funaba M, Har
ada H, Mori A, Matsu
moto M, et al. 

Clinically significant changes
 in pain along the Pain Intens
ity Numerical Rating Scale in 
patients with chronic low back
 pain 

PLoS One 3 ; 1 5
(3):e02
29228. 

 2020 

Hayashi K, Aono S, F
ujiwara M, Shiro Y, 
Ushida T. 

Difference in eye movements dur
ing gait analysis between profe
ssionals and trainees. 

PLoS One. 3 0 ; 1 5
(4):e02
32246. 

 2020 

 

 

https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163
https://doi.org/10.3390/atmos12091163


- 43 - 

 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Arai YC, Nobuhara R,
 Aono S, Owari K, Sa
isu H, Ito A, Sakaki
ma Y,  et al. 

Clipping Hind Paws Under Isoflu
rane Sedation as a Useful Tool 
for Evaluation of Chronic Pain 
in CCI Animals. 

Anesth Pain Med. 7 ; 1 0
(2):e97
758. 

 2020 

青野修一 慢性痛問診管理アプリmobile maic
aの開発 

クリニシアン 66巻8-9
号 

pp.792-797 2019 

青野修一 問診データ・アンケート調査の統合
とAI 

医療機器学 89巻6号 pp.511-517 2019 

寺嶋祐貴,城由起子,青
野修一,尾張慶子,新井
健一,井上真輔,松原貴
子,西原真理,牛田享宏 

各世代における慢性疼痛への影響
因子の違い 

PAIN RESEARCH 35巻2号 107-110 2020 

城由起子,寺嶋祐貴,青
野修一,松原貴子,牛田
享宏 

慢性疼痛患者の生活機能障害およ
び運動機能の実態とその関係性 - 
世代間比較 - 

PAIN REHABILITAT
ION 

10(1) 21-26 2020 

櫻井博紀,佐藤純,大道
裕介,青野修一,牛田享
宏 

気象関連痛の理学療法. ペインクリニック 41(6) 777-784 2020 

青野修一 AIと痛みのマネジメント 関節外科 39(12) 43-49 2020 

Shiro Y, Nagai S, Ha
yashi K, Aono S, Nis
hihara M, Ushida T. 

Changes in visual attentional b
ehavior in complex regional pai
n syndrome: A preliminary stud
y. 

PLoS One 16(2): 
e024706
4. 

 2021 

青野修一,牛田享宏 整形外科学におけるAIの応用 慢
性疼痛治療におけるAI技術の臨床
応用 疼痛診療支援AIシステムの
開発 

日本整形外科学会
雑誌 

95(1) 9−15 2021 

青野修一, 牛田享宏 慢性疼痛におけるAI技術の現状と
臨床応用 

整形・災害外科 6 4巻 1 1
号 

pp.1393-13
99 

2021 

 

青野修一, 牛田享宏 AI による臨床支援: AI による疼
痛診療 

Bone Joint Nerve 11 巻 2
 号 

289-295 2021 

鈴木秀典, 青野修一, 
今城靖明, 西田周泰, 
舩場真裕, 井上真輔, 
田原周, 田口敏彦, 牛
田享宏, 坂井孝司 

慢性腰下肢痛治療におけるNumeric
al Rating Scale (NRS)とMinimall
y Clinically Important Differen
ce (MCID)について 

日本運動器疼痛学
会誌 

13 232-236 2021 

 

青野修一, 牛田享宏 神経ブロック/インターベンション
のEBMと臨床EBMの構築: レジスト
リ研究に対する提言 

ペインクリニック 別冊秋
号 

S528-S533 2021 

丸山一男，横地歩，坂
本正，牛田健太 

痛みとは― 概論 Nursing Care 第 2 巻 2
号 

195-202 2019 

上條史絵，丸山一男，
大井一弥，鎮西康雄，
ほか 

コレクティブ・インパクト：慢性疼
痛分野での多職種連携医療者を育
成する事業を普及させる仕組みと
しての可能性－ 

 

日本運動器疼痛
学会誌 

第11巻3
号 

 

 

269-277 2019 

中村喜美子，辻川真弓，
上條史絵，丸山淳子，
ほか 

三重大学・鈴鹿医療科学大学合同
慢性疼痛医療者育成プログラム：2
018年度の取り組みについて 

日本運動器疼痛
学会誌 

第11巻3
号 

 

 

278-284 

 

2019 
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上條史絵，丸山一男，
丸山淳子，浅田啓嗣ほ
か 

学会ブース展示によるアウトリー
チ活動の研究 

三重大学高等教
育研究 

26号 47-56 

 

2020 

牛田健太,丸山一男,横
地歩,島岡要,辻川真
弓,平松万由子,船尾 
浩貴 

「地域総活躍社会のための慢性疼
痛医療者育成事業」2020年度ワー
クショップのオンライン開催の報
告－2019年度の対面形式授業と比
較して－ 

三重大学高等教
育研究 

27 57-66 2021 

横地歩,上條史絵,丸山
淳子,丸山一男,三上勇
気 

慢性疼痛事例での「行動分析に基
づく心理教育」の効果 アルプラゾ
ラム減薬例 

日本認知・行動
療法学会大会発
表論文集 

46 122-123 2020 

Ushida K,Akeda K,Mom
osaki R,Yokochi A,Sh
imada T,Ito T,Maruya
ma K. 

Intermittent pain in patients 

with chronic low back pain is 

associated with abnormalities 

in muscles and fascia 

Int J Rehabil R
es. 

45(1) 33-38 2022 

丸山一男，横地歩，坂
本正 

 

減圧手術ではよくならない  Fail
ed  back  surgery syndrome に
対する治療   Pain  clinic の
立場から （内服治療も含めて） 

脊椎脊髄 

 

34(8) 507-514 2022 

丸山一男，向井雄高 痛みの治療原則 ～痛みの感覚体
験と感情体験を神経回路と脳から
考える～ 

Tehamo 1(2) 30-37 2021 

Adachi T, Sunohara 
M, Ogawa M, Enomoto 
K, Fujita Y, Mizuno 
Y, Miki K, Yukioka 
M, Fukui S, et al. 

A Cross-Cultural Validation of
 the Multidimensional Pain Read
iness to Change Questionnaire 2
 for Japanese Individuals With 
Chronic Pain. 

Pain Pract J u l ; 1 9
(6) 

609-620/do
i: 10.1111/
papr.12782.
 Epub 2019 
Apr 3 

2019 

福井聖, 西脇侑子,佐田
蓉子, 河島愛莉奈 

難治性慢性痛患者へのインターベ
ンショナル治療:パルス高周波療法 
(pulsed radiofrequency treatment:PR
F)(解説/特集) 

麻酔 (0021-4892) 68巻9号 966-972 2019 

西脇侑,福井聖, 的確なフットケアをめざして～糖
尿病神経障害、末梢血流障害、足の
変形と痛みの基礎知識;フットケア
外来でのチームでの対処法～:神経
障害性疼痛と侵害受容性疼痛の薬
物治療(解説/特集), 

WOC Nursing 7巻5号 22-28 2019 

湯浅真由美, 岩下成人,
新田一仁,福井聖, 北川
裕利 

接触刺激による皮膚潰瘍のため脊
髄電気刺激療法を中止したが、刺激
装置留置部位を変更し治療を再開
できた1症例(原著論文/症例報告) 

ペインクリニック
 (0388-4171) 

40巻8号 1085-1088 2019 

安達友紀, 久郷真人, 
榎本聖香, 福井聖, 

痛み診療におけるメディカルスタ
ッフの役割-集学的診療の様々な形
態-:慢性痛チーム医療における心
理職の役割(解説/特集) 

ペインクリニック 40巻8号 1073-1081 2019 

福井聖,  西脇侑子, 佐
田蓉子 

痛みのインターベンショナル治療u
p to date:高周波熱凝固法、パルス
高周波法 椎間板性腰痛に対する
椎間板内パルス高周波治療(解説/
特集), 

ペインクリニック 40巻 

別冊春 

S195-S204 2019 
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Sluijter Menno E., T
eixeira Alexandre, 
三木誠, 福井聖 

痛みのインターベンショナル治療u
p to date: 高周波熱凝固法、パル
ス高周波法 パルス高周波法の臨
床的有用性(解説/特集) 

ペインクリニック 40巻 

別冊春 

S141-S152 

 

2019 

松本富吉,福井聖, 北
川裕利 

痛みのインターベンショナル治療u
p to date】椎間板内治療、硬膜外
癒着剥離術 松本法(経S1仙骨孔
法)によるRaczカテーテル硬膜外腔
神経癒着剥離術の有用性(解説/特
集) 

ペインクリニック 40巻 

別冊春 

S131-S140 2019 

中西美保,福井聖 慢性疼痛「総説」,慢性疼痛―その
治療にどう多角的に向き合うか（特
集） 

医学と薬学 第 7 7 巻
第1号 

 2020 

岩下成人,福井聖 慢性疼痛 徴候と診断,慢性疼痛up
tdate(特集) 

日本臨牀 第 7 7 巻
第12号 

 2019 

中西美保,福井聖 「慢性疼痛―その治療にどう多角
的に向き合うか」慢性疼痛 総論 

医学と薬学 77(1) 7-14 2020 

榎本聖香,安達友紀,福
井聖,佐々木淳 

「痛みの評価：心理・社会的要因に
注目して」 

臨床麻酔 44(1) 17-22 2020 

 

辻村孝之,中西美保,福
井聖 

「慢性難治性腰痛患者に対するCog
nitive Functional Therapy（CF
T）の経験 

―身体機能・認知機能・生活習慣へ
の理学療法」 

ペインクリニッ
ク 

41(10) 1341-1347 2020 

佐田蓉子、松本富吉、
中西美保、岩下成人、
福井聖、北川裕利 

「経皮的硬膜外腔神経癒着剥離術
後の左下肢運動障害で発見された
脊髄硬膜動静脈瘻の一症例」 

ペインクリニッ
ク 

42(10) 1223-1227 2021 

中西美保, 福井聖, 北
川裕利 

慢性疼痛に対する漢方治療―集学
的診療の中での位置付けと役割― 

慢性疼痛 40(1) 44-48 2021 

柴田政彦, 福井聖, 北
原雅樹 

【運動器疼痛】運動器疼痛を対象
とした医療体制 慢性疼痛診療・
治療の歴史と現状(解説/特集) 

ペインクリニッ
ク 

4 2 巻 別
冊春 

S227-S232 2021 

岩下成人, 福井聖 【機能的脳画像法に基づく慢性疼
痛の評価】Voxel-based morphom
etry(VBM)(解説/特集) 

ペインクリニッ
ク 

42(5) 627-636 2021 

松田陽一 慢性腰痛に対するインターベンシ
ョナル痛み治療の役割と注意点 

ペインクリニッ
ク 

40(4) S10-16 

 

2019 

高橋亜矢子, 植松弘
進, 大迫正一, 博多紗
綾, 鈴木史子, 松田陽
一 

超音波ガイド下耳介側頭神経ブロ
ックによる三叉神経第三枝急性期
帯状疱疹関連痛の治療経験 

日本ペインクリ
ニック学会誌 

26(1) 44-47 2019 

Mibu A, Nishigami T,
 Uematsu H, Tanaka 
K, Shibata M, Matsud
a Y, Fujino Y. 

Validation of the Japanese ver
sion of the Bath CRPS Body Per
ception Disturbance Scale for 
CRPS. 

J Anesth 35(1) 20-26 2021 
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Sluijter Menno E., T
eixeira Alexandre, 
三木誠, 福井聖 

痛みのインターベンショナル治療u
p to date: 高周波熱凝固法、パル
ス高周波法 パルス高周波法の臨
床的有用性(解説/特集) 

ペインクリニック 40巻 

別冊春 

S141-S152 

 

2019 

松本富吉,福井聖, 北
川裕利 

痛みのインターベンショナル治療u
p to date】椎間板内治療、硬膜外
癒着剥離術 松本法(経S1仙骨孔
法)によるRaczカテーテル硬膜外腔
神経癒着剥離術の有用性(解説/特
集) 

ペインクリニック 40巻 

別冊春 

S131-S140 2019 

中西美保,福井聖 慢性疼痛「総説」,慢性疼痛―その
治療にどう多角的に向き合うか（特
集） 

医学と薬学 第 7 7 巻
第1号 

 2020 

岩下成人,福井聖 慢性疼痛 徴候と診断,慢性疼痛up
tdate(特集) 

日本臨牀 第 7 7 巻
第12号 

 2019 

中西美保,福井聖 「慢性疼痛―その治療にどう多角
的に向き合うか」慢性疼痛 総論 

医学と薬学 77(1) 7-14 2020 

榎本聖香,安達友紀,福
井聖,佐々木淳 

「痛みの評価：心理・社会的要因に
注目して」 

臨床麻酔 44(1) 17-22 2020 

 

辻村孝之,中西美保,福
井聖 

「慢性難治性腰痛患者に対するCog
nitive Functional Therapy（CF
T）の経験 

―身体機能・認知機能・生活習慣へ
の理学療法」 

ペインクリニッ
ク 

41(10) 1341-1347 2020 

佐田蓉子、松本富吉、
中西美保、岩下成人、
福井聖、北川裕利 

「経皮的硬膜外腔神経癒着剥離術
後の左下肢運動障害で発見された
脊髄硬膜動静脈瘻の一症例」 

ペインクリニッ
ク 

42(10) 1223-1227 2021 

中西美保, 福井聖, 北
川裕利 

慢性疼痛に対する漢方治療―集学
的診療の中での位置付けと役割― 

慢性疼痛 40(1) 44-48 2021 

柴田政彦, 福井聖, 北
原雅樹 

【運動器疼痛】運動器疼痛を対象
とした医療体制 慢性疼痛診療・
治療の歴史と現状(解説/特集) 

ペインクリニッ
ク 

4 2 巻 別
冊春 

S227-S232 2021 

岩下成人, 福井聖 【機能的脳画像法に基づく慢性疼
痛の評価】Voxel-based morphom
etry(VBM)(解説/特集) 

ペインクリニッ
ク 

42(5) 627-636 2021 

松田陽一 慢性腰痛に対するインターベンシ
ョナル痛み治療の役割と注意点 

ペインクリニッ
ク 

40(4) S10-16 

 

2019 

高橋亜矢子, 植松弘
進, 大迫正一, 博多紗
綾, 鈴木史子, 松田陽
一 

超音波ガイド下耳介側頭神経ブロ
ックによる三叉神経第三枝急性期
帯状疱疹関連痛の治療経験 

日本ペインクリ
ニック学会誌 

26(1) 44-47 2019 

Mibu A, Nishigami T,
 Uematsu H, Tanaka 
K, Shibata M, Matsud
a Y, Fujino Y. 

Validation of the Japanese ver
sion of the Bath CRPS Body Per
ception Disturbance Scale for 
CRPS. 

J Anesth 35(1) 20-26 2021 
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Uematsu H, Osako S, 
Hakata S, Kabata D, 
Shintani A, Kawazoe 
D, Mizuno K, Fujino 
Y, Matsuda Y. 

A Double-Blind, Placebo-Control
led Study of Ultrasound-Guided 
Pulsed Radiofrequency Treatment
 of the Saphenous Nerve for Ref
ractory Osteoarthritis-Associat
ed Knee Pain. 

Pain Physician 24(6) E761-769 2021 

井内貴子, 植松弘進, 
高橋亜矢子, 博多紗
綾, 鈴木史子, 松田陽
一． 

経椎間孔法による腹側硬膜外ブロ
ックが診断と治療に有用であった
胸椎椎間板ヘルニアによる慢性軸
性疼痛の1例． 

日本ペインクリ
ニック学会誌 

28(11) 209-213 2021 

谷口亘, 西尾尚子, 山
中学, 太地良, 筒井俊
二, 中塚映政ほか 

変形性膝関節症における荷重時痛
とTRPV1に関するCatWalkを用いた
解析 

PAIN RESEARCH 34 (3) 247-253 2019 

谷口亘，中塚映政 【長引く痛みに向き合う】《それぞ
れの痛みにどうつきあうか》 肩
こりを科学する(解説/特集) 
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